
Welcome back!







“9月にデュッセルドル
フで、友人であり仲間
でありお客様である皆
様方とお会いできるの
が待ちきれません！”

Jon P. Duprey
President, New Hudson 
Corporation

“純粋なるネットワーキング” 
–会話とともにアイディアを
交わしあうことのできるライ
ブプラットフォーム glasstec 
2022が本当に楽しみです”

“glasstecは世界のガラ
ス産業のいわばたまり
場です。お客様やパー
トナーと再び会えるこ
と、また新しい訪問者
との出会いを楽しみに
しています”

Markus Gruber
Senior Vice President Business 
Unit Glass | Grenzebach

Salvatore Ruggiero
Vice President 
Marketing and 
Communication | 
SCHOTT AG



硝子産業

ガラス産業はグローバルな課題解決にどう貢献できるか



気候変動 資源 都市化

価値 ウェルビーイング























From Production to Application: 

The #P2X Conference
Düsseldorf, Germany
19. – 20. SEPT 2022







対談

• ドイツの現状は？

• glasstec2022 注目トピックは？

「リサイクル」 「エネルギー」 「BIPV」



2022年6月20～24日
wire/TUBE





ドイツ

私たちの同僚Thomas Boddem（UT-VL）は、
6号館の難民用宿泊施設を解体していると
きに、この感謝の手紙を驚きとともに見
つけました。この作業は、支援側にとっ
ても大変な労力で、多くの時間と根気を
必要としましたが、誰もが心を込めて作
業をしていました。
この手紙を書いた人は、6号館の一時の住
人たちが、彼らの生活の充実のために尽
くしてくれた感謝を表すことが大切だと
思ってくれたようです。



【出典：グローバルwiriサイト】
https://townwifi.com/aftercorona/country/



MEDICA＆COMPAMED 2021 Ranking



ドイツにおけるカレットリサイクルの現状

クローズドループモデル

ダウンサイクル①容器用ガラス

ダウンサイクル②グラスウールそ

の他建材

廃棄・埋め立て

165,000t
32%

235,000t
45%

101,000t
19%

20,000t
4%

【出典: Specialist article No.4: Flat Glass Recycling:
Current state of Play】

建築用ガラス製造の要
求品質が高いのに価格
が安く、カレット争いに
勝てない

「現実的な価格」が必要



未来に必要なもの：建物は材料庫

ドイツ都市部のマンション約2,400棟の大半は1958年～1968年に建設

原材料約220万トン分の「貯蔵庫」

ビル新築のCO2排出量のうち半分は、建設資材の生産・輸送や
解体・「廃棄」に由来。これを大幅に削減できる。

自動車産業ですでに行われている「モジュール化」により、
建築物の初期の計画段階ですでに解体のことを「考える」仕組みを構築。
すべての原材料は定量化の可能な資産となる。



出展：ガラス再資源化協議会



エネルギー



エネルギー

ガラス新聞
2022年2月27日



• ガラス製造に必要なエネルギー量の75％を天然ガスに依存（電気は全体の2割）

• エネルギー効率の向上＆CO2排出量削減という従来の手段では限界

ガラス1t製造に要するエネルギー量：6,000kWh → 1,000kWh以下

ガラス1t製造によるCO2排出量： ３t → 500㎏以下

【カギとなる技術】

• 完全電気式溶解炉

• 水素ハイブリッド炉 ・・・ 2021年8月 NSGグループが英国で「世界初」

水素エネルギーによる建築用ガラスの製造実験に成功

エネルギー：ドイツガラス産業連盟BV Glassによると(1)



技術ロードマップ

• 2025年までに

従来型溶解炉の100％稼働

• 2020年代後半までに

ハイブリッド炉の初号機設置

• 2030年以降

ハイブリッド炉への移行

完全電気式溶解炉の利用

• 2045年までに

天然ガス式溶解炉の完全リプレース

期待される効果

• CO2排出量の絶対値が75％減少

ただし課題も残る

• 原料がガラス化する過程で発生するCO2量

は変わらない

→ CO2ニュートラルな原材料の活用

→カレットリサイクルの話（フロートガラス）

• エネルギーコストは2020年の3倍、

製造コストは70％以上上昇する

（ウクライナ計算に入れず）

エネルギー：ドイツガラス産業連盟BV Glassによると(2)



https://www.glasstec-online.com/en/Program/glasstec_conference/Conference_programme#dim-tabs-2242603


BIPV

ガラス新聞
2022年7月11日



BIPV





BI (Building Integrated) PVへの高い期待

再生可能エネルギー法の暫定目標：2030年に総電力消費量に占める
再生可能エネルギーの割合を65％とする

ドイツで年間に建設される「外壁」
・ファサード：約 1億 700万㎡
・勾配屋根：約 6,300万㎡

毎年5～10GWpの継続的な
PVの増設が必要

「カルテルや権威主義政権に毎年、数百億円の石油やガスの輸入代金を
支払っている「化石」時代から脱却することが望まれる。」

建築製品に関する法律や技術規定の簡素化、財政や規制によるインセンティブ

「政府の仕事」



• コスパが悪くない
大規模な屋根置き型などは
5～10€セント/kWh、ガスと同等

• 断熱性の向上、風や天候に対する保護

• 美観性
太陽光保護ガラスや他の素材と
組み合わせることができる

フラウンホーファーの高効率カラーコーティングを施したモジュール
「Morpho-Color©」

BIPVの利点



Kuraray Europe 10D38

MDI Advanced Processing 11A60
AGC Glass Europe 11C42
Tecnisco 11C73

Nakasaku 12C04

Ihara Furnace 13A73
AGC Ceramics 13C13

Higuchi Machinery        14A22
Nippon Control System 14C04

Bando Kiko 15F41

https://www.glasstec-online.com/en/Interactive_hall_plan

https://www.glasstec-online.com/en/Interactive_hall_plan

